
嚴島神社蔵「平家納経」－平清盛とその魅力－ 

令和 3年 5月 22 日 

恵美千鶴子 

 

概要： 

平家
へ い け

納経
のうきょう

（国宝、広島・嚴島神社蔵）は、平安時代末期に平 清 盛
たいらのきよもり

（1118～1181）が嚴島神社に

奉納した経巻です。『法華経
ほけきょう

』一品経 28 巻と、開経『無量
むりょう

義経
ぎきょう

』、結経『観普
か ん ふ

賢
げん

経
きょう

』『阿弥陀
あ み だ

経
きょう

』

『般若心経
はんにゃしんぎょう

』、平清盛筆「願文
がんもん

」を合わせて全 33 巻あります。ほとんど全巻にわたって染紙
そめがみ

に金銀

箔が散らされており、箔押し、版木による雲母
き ら

摺
ず

りもあり、金銀泥
でい

や群青
ぐんじょう

緑青
ろくしょう

を使った極彩色
ごくさいしき

の下

絵が施され、中には十二単衣姿で引目鉤鼻
ひきめかぎはな

の平安女性が描かれた巻もあります。また、題箋や八
はっ

双
そう

、

軸首には繊細な文様が彫刻された金銀、水晶、ガラス細工が使われています。そして、その装飾の上

に、清盛や弟の平頼
より

盛
もり

、当時の能書
のうしょ

（書の巧みな人）や経師
きょうじ

（お経を書く職業の人）が経文
きょうもん

・本文

を揮毫
き ご う

しています。以上のように平家納経は、隅から隅まで絢爛豪華に荘厳
しょうごん

された、装飾経の代表

作といえます。平家納経を奉納した平清盛と当時の歴史的背景をご紹介するとともに、これほどの

宝物を一巻も欠くことなく現代まで伝えた嚴島神社と宮島の歴史に触れながら、平家納経の魅力に

迫ります。 

 

 

１、平家納経の魅力 

 

＊巻子本（かんすぼん）とは 

  

 ・題箋（だいせん）・表紙（ひょうし）・見返し（みかえし）・発装／八双（はっそう） 

 ・巻緒（まきお）・露（つゆ）・本紙（ほんし）・軸付紙（じくつけがみ）・軸（じく） 

 ☆軸の頭は軸首（じくしゅ） ☆本紙の裏面は紙背（しはい） 



  ＊平家納経は巻き姿だけでも美しい。 

   題箋や八双、軸首、巻緒、露の装飾が見える 

 

◆平家納経 提婆品
だいばぼん

第十二（表紙、見返し、本紙） 

   ・平頼
より

盛
もり

（清盛の弟、1133～86）が書いた経文 

   ・「龍女
りゅうにょ

成仏
じょうぶつ

」（女性の成仏）を表現した表紙絵・見返し絵  

   ・龍、宝珠、宝塔、（軸首） 

 ◆金銀
きんぎん

荘
そう

雲
うん

龍
りゅう

文
もん

銅製
どうせい

経箱
きょうばこ

（平家納経を納める経箱） 

   ・五輪塔（宝塔）と龍 

◇紺紙
こ ん し

金字
き ん じ

法華経
ほけきょう

 巻第一（嚴島神社蔵）（見返し、本紙） 

   ・清盛が数行～数十行書いたあと、つづきを頼盛が書く 

   ・奥書
おくがき

に書写年月日と清盛が何行書いたのかを頼盛が記す 

  ＊龍宮（嚴島神社）と龍女（嚴島神）のイメージ  女性神→龍女 龍神 

   ・平清盛：女性神と考えていたかどうかわからない。観世音
かんぜおん

菩薩
ぼ さ つ

・大日如来
だいにちにょらい

（本地
ほ ん ち

垂迹
すいじゃく

） 

   ・承安 4年（1174）「建
けん

春門
しゅんもん

院
いん

嚴島詣願文」：嚴島神を「大日」、「貴女」であるとする。 

     嚴島神社を「龍宮」とし「如意之珠」（宝珠）を得ることができると述べられている。 

   ・治承 4年（1180）3 月 28 日、『高倉
たかくら

院嚴
いんいつく

島
しま

御幸記
ご こ う き

』で、嚴島神社を「龍宮」。「宮島」 

   ・『平家物語』巻二「卒塔婆流」：「是はよな、婆竭羅竜王の第三の姫宮、胎蔵界の垂迹なり」 

（嚴島神が龍女であるとされるところ） 

   ・『長門本平家物語』巻五「厳島次第事」：「嚴島大明神と申は旅の神にてまします、仏法興隆

のあるじ、慈悲第一の明神なり、沙竭
し ゃ が

羅
ら

龍王の娘八歳の龍女にはいもうと、神功皇后にもい

もうと、淀姫にはあねなり」 

  ◆平家納経 宝塔品
ほうとうぼん

第十一（本紙、紙背） 

   ・宝塔（五輪塔） 

   ・紙背全体に広がる葦手
あ し で

の風景：左から右に向って、春～冬の風景と『法華経』の経意 

 

 

２、平清盛と嚴島神社 

 

◆平家納経 平清盛筆 願文
がんもん

（見返し、櫛筆文書、本文） 

・櫛
くし

筆
ふで

文書：「櫛筆／仁安元年十一月十八日／内大臣平朝臣清盛」（仁安元年〔1166〕） 

・清盛が嚴島神社を信仰するきっかけ：一沙門
しゃもん

がこの社に祈請
き せ い

すれば必ず発得
ほっとく

すると語った 

ため、それ以来、嚴島神社を信受している。そして、その夢感に誤りはなかった。 

→『平家物語』巻三「大塔建立」（清盛が高野山で嚴島神社に関する宗教的体験をしたこと） 

 
平家納経 提婆品（模本） 



・「尽善尽
じんぜんじん

美
び

」：善を尽くし、美を尽くす 

・平家納経奉納当時（長寛 2年〔1164〕）の嚴島神社の社殿（宝蔵）：願文には「宝蔵」に平家

納経を安置すると記されている。 

＊嚴島（宮島）：神の島として崇敬されてきた。嚴島神社は推古天皇元年（593）鎮座。 

◇社殿の記録：仁安 3年（1168）11 月「伊都
い つ

岐
き

島社
しましゃ

神主佐伯景
さえきのかげ

弘
ひろ

解」 （檜
ひ

皮葺
わ だ ぶ

き） 

・寝殿造
しんでんづく

りの社殿と、京
みやこ

の行事（管絃、舞楽） 

  

 

３、現代まで大切に伝えられた平家納経の歴史 

  

  ◇建長 2年（1250）8 月 2 日「いつくしまの宝蔵失物注文」（野坂文書 331） 

   ・一品
いっぽん

経
ぎょう

（平家納経）16 巻が盗まれる。 

 ◇嘉元 4年（1306）以降に記された文書「一切経内焼残分目録」（野坂文書 340） 

・一品経ほか（平家納経全巻）が記録されている。 

 ◇棚
たな

守房
もりふさ

顕
あき

（1494～1590）が残した記録『房顕覚書』 

   ・宝蔵の管理強化。 

＊この頃には宮島（嚴島）に人々が住んでいた。 

  ◆平家納経 平清盛筆 願文
がんもん

（本文、表紙、見返し） 

   ・願文（漢文）の読み解きが行なわれる 

・表紙・見返し：俵屋宗
たわらやそう

達
たつ

（生没年不詳）による絵 

＊慶長 7年(1602)に福島正則(広島城主、1561～1624)が行なった平家納経の修復 

  ＊江戸時代の旅行者 嚴島神社の曝
ばく

涼
りょう

と宮島の人々 

  ◇鍋島直條
なべしますなおえだ

「遊厳島」「再遊厳島」延宝 4年（1676）3 月 28 日、法華経 28品閲覧 

  ◇横井
よ こ い

金谷
きんこく

『金谷上人御一代記』文化 7 年（1810）宮島を訪れる 

  ＊平家納経を図で紹介する 

  ◇文政 8年(1825)『芸藩通
げいはんつう

志
し

』：「平氏一族奉納経巻」、藩命により編纂された 

◆平家納経 譬
ひ

喩品
ゆ ぼ ん

第三（見返し） 

・『芸藩通志』では、波と蓮華の空摺
か ら ず

りが際立つ 

  ◇天保 13 年（1842）『厳
いつく

島
しま

図会
ず え

』全 10冊。巻 6～10 は『厳島宝物図絵』 

   ・「平家納経」と呼ぶ。全 33巻を模刻
も こ く

して紹介（モノクロ） 

 ◆平家納経 安楽
あんらく

行品
ぎょうほん

第十四（表紙、紙背） 

  ＊明治時代、博覧会や博物館で平家納経を紹介 

 

 
 

平家納経 安楽行品（模本） 



４、平家納経をみる  

 

 ◇明治 15～17 年（1882～1884）「嚴島神社蔵経模本」8巻、東京国立博物館が作成 

  ・表も裏も一度に見せられるような模写 

 ◆平家納経 薬草
やくそう

喩品
ゆ ほ ん

第五（見返し） 

   ・表紙、見返しの裂を交換 

◆平家納経 嘱
しょく

累品
るいほん

第二十二 見返し 

  ◇『温
おん

知
ち

図録
ず ろ く

』（殖産興業のための工芸図案集）（東京国立博物館蔵） 

  ＊明治
め い じ

宮殿
きゅうでん

（明治 21年〔1888〕に完成した皇居）の室内装飾に 

 ◆平家納経 提婆品
だいばぼん

第十二（紙背） 

◆平家納経 授記品
じゅきぼん

第六（表紙、見返し） 

   ・洲
す

浜
はま

と波の文様  

 ＊近代国民国家による文化財管理／「美術」の誕生 

・分類して整理、保存。 平家納経は書
しょ

跡
せき

→絵画に。 

・明治 30年（1897）12 月、平家納経は絵画として国宝（旧国宝）に指定 

  ◇明治 33 年（1900）にパリ万国博覧会に出品『稿本
こうほん

日本
に ほ ん

帝国
ていこく

美術
びじゅつ

略史
りゃくし

』 

◇明治 30年頃撮影の古写真（原版は東京国立博物館蔵） 

   ・金工として平家納経を紹介 

  ◇大正 9～14 年（1920～25）田中親
しん

美
び

が副本制作（「平家納経（模本）」） 

＊平家納経は絵なのか書なのか。神宝
しんぽう

、仏典、神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

 

 

 

５、平家納経に込められた祈り 

 

◆平家納経 厳
ごん

王品
のうぼん

第二十七（表紙、見返し、本紙、紙背） 

   ・祈る女性 

   ・極楽浄土の風景 

 ・能書
のうしょ

（書の巧みな人、書家）の書 
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平家納経 厳王品（模本） 


